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 ＡＴコマンドツールマニュアル 

 

  このコマンドツールは、ＷＯＯＭ０２のＡＴコマンドを入力サポートするために作成したものです。 

 アプリケーションの画面では大きく分けて３つの部分にわかれます。 

  ・シリアル通信基本動作部   ・ＡＴコマンド選択部   ・ＴＣＰサーバー動作部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリアル通信基本動作部 ＴＣＰサーバー動作部 

ＡＴコマンド選択部 
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 （１）シリアル通信基本動作部 

  

  汎用の通信設定から通信の開始、基本コマンドの送信などが行えます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

使用できるＣＯＭポートを検索し 

コンボボックスに表示します。 

通信開始で使用するプロトコル

を選択します。 

指定したＣＯＭポートで、指定したプロ

トコルで通信を開きます。 

送信するデータを入力します。Ｅ

ＮＴＥＲまたは送信で 

データを送ります。この時、終端文

字（ＣＲ[0x0d]＋ＬＦ[0x0a]）をつ

けて送ります。 

Ａ Ｔ コ マ ン ド を

送信します。 
パススルーモード

からＡＴモードに

切り替えます。 

RESET コマンドを

送り、再起動をか

けます。 

ＷＲＯＯＭ０２のバージ

ョンを取得するコマンド

を送ります。 

ＷＲＯＯＭ０２が受信したデータ

を表示します。 
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（２）ＡＴコマンド選択部 

 

 ＡＴコマンド選択部は、通信開始後使用できます。コマンドは目的ごとに各タブに分けて用意してい

ます。現在開発中のものもありますが、パススルー設定は使用できます。 

 パススルー設定とは、Ｗｉｆｉ機能がないマイコンにＷｉｆｉ機能を付けることができます。ＷＲＯ

ＯＭ０２の設定はＡＴコマンドにより行い設定を終了するとＷＲＯＯＭ０２はシリアル通信からのデー

タをＷｉｆｉに、Ｗｉｆｉからのデータをシリアル通信にそのまま転送します。 

 シームレスにマイコンとＥｔｈｅｒｎｅｔとの間で通信が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイコン（PIC 等） 
Ethernet 

Wifi 

WROOM02 

シリアル通信 

ＷＲＯＯＭ０２の通信設定を指定しま

す。指定後、ＲＯＭ変更ボタンを押すと

電源断でも有効となる設定になります。 

パ ス ス ル ー を 使 用 す る 場 合 は 必 ず

Station モードに変更します。 

接続するＡＰのＳＳＩＤおよびパスワー

ドを指定し、ＲＯＭ変更を押します。これ

により、起動時に指定したＡＰに自動的

にアクセスし、ＩＰアドレスを取得しま

す。この作業は少し時間がかかります。接

続できると、シリアル通信側に「Ready」

が送信されます。 

AP 

(アクセスポイント) 

ルータ等 

サーバー 

IP アドレス 
192.168.0.16 

ポート番号 
1002 番 

プロトコル 
TCP 

通信速度 19200bps 
データ⾧ 8bits 
ストップビット 1bit 
パリティビット なし 
フロー制御 なし 

こ こ の 設 定 を

する。 SSID 

  HUMAX 

Password 

  PASSWORD 

起動後に接続するサーバーのＩＰアドレス、ポート番号、プロトコルを指定します。指定後設定を保存

すると、再起動後自動的にサーバーにアクセスできます。 

コマンドは、「AT+SAVETＲANSLINK=1,”192.168.0.16”,1002,”TCP”」です。 

以上の設定により、ＷＲＯＯＭ０２を再起動すると、ＡＰへの接続からサーバへのアクセスまでを行い

ます。 



4 

 

（３）ＴＣＰサーバー動作部 

 

 ＴＣＰサーバー動作部では、ＷＲＯＯＭ０２のパススルー設定を確認することができます。当ツール

で設定したシリアル通信の設定およびＡＰ、サーバー設定により通信ができるかどうかを確認できます。 

 （２）のアクセスするサーバーのポート番号を指定します。ＴＣＰサーバー起動を押すと、ツールがＴ

ＣＰサーバーとして、指定したポート番号を開いてクライアントからのアクセスを待ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起動するＴＣＰサーバーのポート番号を指定します。 

ＴＣＰサーバーを起動します。起動後、クライアント

から接続要求があると、それに対応します。 

送信データに記入したデータを接続要求のあったクラ

イアントに送信します。 

クライアントから送られたデータを表示します。 
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（４）動作確認例（ＡＴコマンドツール） 

 ＡＴコマンドツールを用いてＷＲＯＯＭ０２の使い方を確認します。この場合、ＷＲＯＯＭ０２とパ

ソコンをシリアル通信で接続します。また、Ｗｉｆｉ経由のアクセスに対応するためにＴＣＰサーバー

を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Wifi 

WROOM02 

AP 

(アクセスポイント) 

ルータ等 

IP アドレス 
192.168.0.16 

ポート番号 
1002 番 

プロトコル 
TCP 

USB-Serial

変換器 

COM2 
19200bps 
8bits 

1bit 
パリティなし 

フローなし 

USB USART 

LAN 

IP アドレス 
192.168.0.26 
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（５）マイコンと接続する場合 

 

 パススルーを使用しマイコンと接続する場合の接続例を紹介します。ＷＲＯＯＭ０２のＲｘＤおよ

びＴｘＤにマイコンを接続します。この時、マイコンの通信設定は、ＷＲＯＯＭ０２の通信設定と合わせ

る必要があります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マイコンと接続することにより、通信の可否が確認できます。ＡＴコマンドツールのＴＣＰサーバー

を動作させ、マイコン側からシリアルポートにデータを送信させます。この時、送信データが受信データ

の一覧に表示されればＯＫです。また、ＴＣＰサーバー側からデータ送信するとマイコンに届けばＯＫ

です。 

 

  

Wifi 

WROOM02 
AP 

(アクセスポイント) 

ルータ等 

IP アドレス 
192.168.0.16 

ポート番号 
1002 番 

プロトコル 
TCP 

19200bps 
8bits 
1bit 
パリティなし 
フローなし 

USART 

LAN IP アドレス 
192.168.0.26 

マイコン 
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（６）活用方法 

 

 ＷＲＯＯＭ０２及び HWVirtualSerialPort を活用することにより、ＣＯＭ通信でマイコンとの自動計測

を行っていたシステムをＷｉｆｉによる無線化が図れます。HWVirtualSerialPort とは、ＴＣＰのサーバ

ーを作成し、そのサーバーとクライアントとの接続をＣＯＭポートに振り分けるものです。 

 これを使用することにより、マイコン部およびパソコンのソフトウェア部は、変更する必要はありま

せん。 

 

 https://www.hw-group.com/software/hw-vsp3-virtual-serial-port 

ＨＷＶｉｒｔｕａｌＳｅｒｉａｌＰｏｒｔ 

 

 （移行前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （移行後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Wifi 

WROOM02 
AP 

(アクセスポイント) 

ルータ等 

IP アドレス 
192.168.0.16 

ポート番号 
1002 番 

プロトコル 
TCP 

19200bps 
8bits 
1bit 
パリティなし 
フローなし 

USART 

LAN IP アドレス 
192.168.0.26 

マイコン 

19200bps 
8bits 
1bit 
パリティなし 
フローなし 

マイコン 

19200bps 
8bits 

パリティなし 
フローなし 

1bit 

ＨＷ仮想シリアルポート 

COM 通信 

COM 通信 


